（1/2）

2017年2月15日

住友化学株式会社

人事部
北京大学法学院　住友化学インターンシップ募集要項
１．募集人数

１～２名

２．募集要件
（１）日本語検定1級（N1）に合格あるいは同等のレベルであり、日本語でのコミュニケーションが可能なこと
（２）2017年10月～2018年9月の間に学士または修士課程を修了予定であること

（３）住友化学（日本）や日本企業に興味・関心があること

３．実施期間

2017年7～8月の間の約6週間

４．実習職場（予定）

本社、工場、研究所等

５．待遇等

	項　目
	内　容

	（１）滞在費
	月額約15万円（税込）を支給（日額5千円を支給、税込）

※宿泊費・食費・光熱費・Wifi代・携帯電話代は自己負担

	（２）滞在先
	会社施設またはホテル

	（３）渡航旅費
	会社負担（エコノミークラス航空券を現物支給）

	（４）通勤交通費
	会社負担（実費支給）

	（５）作業服
	会社側にて準備（本社以外）

	（６）保　険
	会社負担（会社にて海外旅行総合保険に加入）

	（７）実習時間
	7時間50分、開始終了時刻は受入事業所による（東京本社9：00～17：35）


６．今後のスケジュール

　（１）2017年2月下旬～3月中旬　　募集

　（２）2017年3月中旬～　　　　　　インターンシップ候補生との面接及び選考

　（３）2017年5月～6月　　　　　　ビザ手続き、渡航準備（所要期間：2ヶ月間）
　（４）2017年7月中旬、下旬～　　　インターンシップ実施（約6週間）
以　上

北京大学法学院　住友化学インターンシップ実習テーマ例
１．実習テーマ例
	実習テーマ
	求める知識

	＜調査＞

・中国の輸入化学品に対するｱﾝﾁﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞに関する歴史と今後の展望

・中国国内産業の動向

・中国の賃金上昇の歴史と今後の展望

(労働人口の推移等々)
・中国における知的財産関連の裁判､調停等の動向
・中国における売買契約書､関連法律の特徴
	◆左記の調査に興味・関心があること

◆左記に関連する中国の法律に関する知識

◆日本語力（読み、書き、コミュニケーション）

◆報告書作成に必要なPCスキル

(Word、Excel、PPT等)

◆インターネットを使いこなして調査できること

	・中国農薬・家庭用殺虫剤及び動物薬登録に関係する法規制、登録枠組みの調査・解析

・中国農薬・家庭用殺虫剤登録試験ガイダンスの調査・解析
	◆左記の調査に興味・関心があること

◆左記に関連する中国の法律に関する知識

◆日本語力（読み、書き、コミュニケーション）

◆報告書作成に必要なPCスキル

(Word、Excel、PPT等)

◆インターネットを使いこなして調査できること

	工場における経理業務

・生産計画の立案・調整

・設備予算、固定資産の管理
	◆左記に興味・関心があること

◆日本語力（読み、書き、コミュニケーション）

◆報告書作成に必要なPCスキル

(Word、Excel、PPT等)


※◆…「必要不可欠な知識」　◇…「保持していることが望ましい知識」

２．実習場所

　東京、千葉、筑波、等
３．その他

　上記１の「実習テーマ例」は、２０１６年度に実施したテーマを参考までに示しております。

以上
